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平成 24年 5月 13日 第 245回昭和の森自然観察会

千葉市緑公園緑地事務所
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1 花って何 ?                                ‐

花とは、植物の生殖器官です。植物は、動物と違って、自力では移動することができ

ないので、風や鳥や昆虫に花粉を運んでもらって、受粉しています。

人間をはじめ、多くの動物では、個体ごとに男と女 (オスとメス)が分かれています

が、樹木のオスメスの表れ方には、いろいろなパターンがあります。典型的には以下の

3つに分類できますが、中間型もあります。

① 一つの花におしべとめしべがあるもの。・・ハクウンボクなど
② l本の本にオスの花とメスの花があるもの。・。どんぐり類、まつ類など

③ オスの本とメスの本にわかれるもの・・・イチヨウなど

2 これも花、あれも花
普通、花と聞くと、梅や桜のように、人の目を楽しませてくれるような、美 しい色や

形の花を想像すると思いますが、日立たなくとも、子孫を残すために工夫を凝 らした花

を着ける木があります。「これも花なの ?」 と驚くかもしれませんが、木ごとに特徴的

な花をじっくり観察してください。

① どんぐりの花

② もみじの花

③ まつの花



3 今日は女、明日は男
動物も植物も、子孫を確実に残すために進化してきました。そして、子どもは自分よ

りも強く、たくましく育ってほしいど思うのは親心でしょう。また、遺伝的に似通った

者ばかりが集まると、あるとき上斉に特定の病気にかかって、絶滅するかもしれません。

そこで、動物も植物も多様な遺伝子が受け継がれるよう工夫をしています。

○ ホオノキの花のおどろきの戦略

4 いろんな花
花の色や大きさ、花の向き、どのような虫が花を訪れているかに注目しながら、1本、

1本の本の花をじっくり観察してください。

① ハクウンボク

② トチノキとベニバナトチノキ

③ ハナミズキ

④ マユミ



⑥ その他気づいたこと
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参考文献 :2001ニュー トンプレス「植物の世界 樹木編」、1978 文永堂「樹木―形態と機能―」
1994東京大学出版会「樹本社会学」

お知らせ

6月 10日  昭和の森観察会 テーマ「池や川の仲間たち」
千葉県自然観察指導員協議会ホームページ htな〃sizen― chba.ory

「観察会の中で撮った写真をホームページに掲載する場合があります。掲載をご遠慮したい方は、指

導員にその旨お申し出下さい。」

今月の担当者 :佐藤一枝、佐野由輝、山下美佐子



木の花 (指導員用資料)

花の定義 (説 )

① 被子植物の生殖器官
ツバキ (○ )、 マツ (× )、 ツクシ (× )

② 胚珠のある生殖器官 (被子植物と裸子植物の生殖器官)
ツバキ (○ )、 マツ (○ )、 ツクシ (× )

③ 生殖器官が密集したもの
ツバキ (○ )、 マツ (○ )、 ツクシ (○ )

今回の観察会では、②の説を採用。欧米系の研究者では、裸子植物の生殖器官を花と

は見なさない傾向が強い。

2 樹木の性
① 両全性雌雄同株 (両性花)・ ・・モクレン、ヤマザクラ、ミズキなど
② 単性雌雄同株 (雄花、雌花)・ ・・ブナ、コナラ、アカマツ、クロマツ、スギなど
③ 雄性両全性同株 (雄花、両性花)・ ・・エノキ、 トチノキ、イロハモミジなど
④ 混生同株 (雄花、雌花、両性花)・ ・・ケヤキ、オオモミジなど
⑤ 雌雄異株 (雄花のみの本、雌花のみの木)・ 00ク ロモジ、アオキ、イチョウなど
⑥ 雄性両全性異株 (雄花のみの本、両性花のみの木)・ 。・ヤマモモなど
⑦ 雄性両全性異株 0雄性両全性同株 (雄花のみの本、両性花のみの木、雄花と両性花
の木)。 ・・テツカエデなど

③ 雌性両全性異株 (雌花のみの本、両性花のみの木)・ ・・イヌビワなど
⑨ 雄性雌性両全性異株 (雄花のみの本、雌花のみの木、両性花のみの木)

000ヒ サカキなど
⑩ 雄性雌性両生異株 (雄花のみの本、雌花のみの木、雄花と雌花の木)

・・・ミネカエデなど

被子植物は、雌雄同株→雌性 (雄性)両全異種→雌雄異種と進化 したというのが定説

3 花の戦略
植物が固着性の生活様式 (動物のように移動しながら配偶者を捜すことができない)

を持つため、花粉の輸送に他者の力を借りなければならない。裸子植物の場合は、風に

より花粉を散布しているが、被子植物の場合は、風のほかにも、昆虫や鳥などの小動物

の力を利用するように進化している種も多い。そして、彼らを誘うために花の構造 (色、

大きさ、臭い、蜜)を発達させてきた。
ただし、樹木の場合、草本類に比べると、花の構造は複雑ではない。

また、一般的に虫媒花のほうが、風媒花よりも他家受粉への依存度が高い。
「花の命は短くて苦しきことのみ多かりき (林芙美子)」

花の寿命は植物の繁殖成功に影響を及ぼす。寿命を延ばせば花粉の放出量・受取量を

増やすことが出来るが、蜜の補給・花冠の呼吸などのコストも増える。よって、より短

時間で受粉できるような仕組みに発達してきた。
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ホオノキの花は、つぼみが開いた当日は雌、いったん閉じて再び開いたときは雄と

性を変える。雌の花の時は、雌しべの柱頭がそりかえり、受粉できる状態にな
ってい

るが、雄しべは閉じていて約も裂開していない。雄の花の時は、柱頭部はぴ
ったりと

閉じ、花粉を受け取れない。雄しべは斜めに開いて約も裂開し、大量の花粉を出
して

いる。従って、ホオノキは同花受粉ができず、昆虫に媒介してもらって種子を
つけて

いる。

しかしながら、ホオノキの雌期の花には送粉昆虫を誘引できる餌 (花粉や蜜)を持

たないため、花粉目当てに来た昆虫があやまって雌期の花に訪花した時のみに受粉で

きる。この現象は、雌期の花が雄期の花に擬態し昆虫を欺いているので、自己擬態と

呼ばれる。同じ木の中の個々の花の開花は同調せず、開花最盛期には、雌期
の花と雄

期の花が同時に見られ、花粉目当てにやってくる昆虫があやまって雌期の花に訪花す

る確率を高めている。一方で、自家受粉の可能性を高めており、実際、ホオノキ
の自

家不和合性は低い。

草本類の花と比較した木本類の花の特徴

① 風媒花の比率が高い
② 同個体の花で自家受粉と他家受粉の戦略を同時にできる
③ 訪花動物が多彩 (草本類は特定の昆虫と共進化した種が多いが、木本類の場合、多
種多様な昆虫、鳥類が訪れる)→種による花の特殊性が小さい

樹種別特徴

① どんぐり類 (コナラ、クヌギ)
雄花と雌花に分かれる。

風媒であり、自家受粉による生存率は比較的高い。このため、集合して群落を作る

方が有利であり、単純林を形成することが多い。雄花と雌花の成熟期間に重なりがあ

り、自家受粉と他家受粉の両方の戦略を立てている。

雌花が雄花より早く開花し、開花期間は雌花が雄花より長い。

② もみじ類 (イ ロハモミジ、ヤマモミジ、オオモミジ)
雄花と両性花 (オオモミジは雄花、雌花、両性花)に分かれる。

単木レベルでは、雄花と両性花の成熟期間の重なりがほとんど無く、自家受粉を回

避している。虫媒であり、自家受粉による生存率が著しく低い。 ‐

③ まつ類
りん片の基部に2つの胚珠が裸の状態で付いている (裸子植物)。

雌性先熟。          ´

④ トチノキ
雄花と両性花の両方をつけるg数としては圧倒的に雄花が多い。着花量の年変動は

小さく、毎年たくさんめ花を咲かせる。花の寿命は約 8日 間で、開花後時間とともに

花の色が変化する。開花後 3日 目まで花弁の蜜標が黄色く、花自体は白ろぽく見える
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が、その後は徐々に蜜標が赤みを帯び、花の色も赤っぼく見える。蜜標の色の変化は

有効な送粉者 (マルハナバチ類、色の識別ができる)の訪花頻度を上げている。

⑤ ベニバナトチノキ
セイヨウトチノキ (いわゆるマロニエ)と アカバナトチノキの交配品種c正確には、

セイヨウトチノキとアカバナ トチノキの Fl雑種の実生苗にセイヨウトチノキの花粉
を受粉 (戻 し交配)させたもの。

⑥ ハナミズキ
日本における植栽は、1912年に当時の東京市長であった尾崎行雄が、ワシントン

DoC.へ桜を贈った返礼として、1915年に贈られたのが始まり。なお、2012年に桜の

寄贈 100周年を記念して、再びハナミズキを日本に送る計画が持ち上がっている。

「薄紅色の可愛い君のね 果てない夢がちゃんと終わりますように 君と好きな人が
百年続きますように」

大きな総芭が花弁の役割を果たして訪花昆虫の目印となっている。

⑦ オオデマリ
オオデマリはヤブテマリの変種。花は日)tき始めが黄緑色で、開くと白色になる。こ

の花は雄しべと雌しべの退化した「装飾花 (飾 り花)」 で種子は付けない。

原種は花序の周辺にだけ装飾花をつけるものだつたが、品種改良によって花序の花

すべてが装飾花となった。

③ ハクウンボク
両性花で、雄しべと雌しべの成熟期間の大部分が重なる。しかしながら、自家不和

合成は比較的高い。

ハクウンボクの花粉媒介の主役はハナバチの仲間で、吸蜜のとき雄しべを足場にす

る。受粉を済ませると、花冠と雄しべを同時に落とす。このとき、専に包まれた子房

から花柱を突き出す形になっているが、花柱も遠からず落とす。

⑨ マユミ ~
雌雄異株。虫媒花。
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人重の桜

来年 1月 から、幕末から明治にかけ活躍した女性、新島人重 (新島襄の妻)を主人
公とした NHK大河 ドラマ「人重の桜」がスター トします。NHKでは、大河 ドラマ
にちなみ、「八重の桜」という名前の品種の桜を福島県で育て、その苗木を東日本大

震災以降お世話になった都道府県、市町村に配布するという「八重の桜プロジェクト」

を発案し、林野庁に相談に来ました。

林野庁が所管する独立行政法人森林総合研究所多摩森林科学園では、全国各地から

桜の品種の苗木を集め、DNA,調査等の研究を進めてきました。その多摩森林科学園

に「人重の桜」の候補になる桜の本 (既存の桜の品種と異なる桜で品種登録されてい

ないもの)あるとのことで、その接ぎ木増殖をスタートしました。
4月 18日 には(新島八重を演じる綾瀬はるかさんが福島県知事を表敬訪問し、そ
の際、多摩森林科学園で育ている「八重の桜」候補本の枝 (ち ょうど花が咲いている

状態だった)を知事にプレゼントしました。
今後は、接ぎ木増殖した苗木を福島県に送り、福島県でさらに増殖した後、将来的

には全国各地に苗本を発送する予定です。

参考文献 :2001ニ ュー トンプレス「植物の世界 樹木編」、1978 文永堂 「樹木―形態と機能―」、
_1994東京大学出版会 「樹本社会学」2009日 本林業調査会「日本樹木誌 1」



植物の雌雄性
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②

③

単花レベル

雄花

雌花

繭J赳竃

植物個体レベル

① 雄花のみ
② 雌花のみ
③ 轟J菱菫のみ
④ 雄花十鹸花
⑤ 羹子:菫竃十雄花
⑥ 両:菫整+雌花
⑦ 憂ξ:書竃+雄花+難花

→ 雄個体
→ 離イ団体

ハ
く
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羹 J:｀豊還霧

集団レベル

、両罐翻体のみ

雄個体+雌個体
繭籠《卜体+雄個体
両「鐘蠣無+雌個体
繭鐘蜃体十雄個体+雌個体

両性個体には花の組み合わせが 5と おりあるの

で、集団の性の組み合わせ (性型 [sexual system])

には 21と おりが可能ということになる (違 う両性
個体どうしの組み合わぜもありなら、 125と おり
になる)。

②

③

④

⑤
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